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全体を束ねる一つの軸となり、子供の寝顔、子犬が戯れる情景クローズアップや路地風景に平穏な時の
流れが重なる。観る者を知らず知らずの内に美しい画面に引き込む。 
 ドキュメンタリー「牡蠣」を、研究領域における特に優れた映像作品として、審査メンバー全員の評
価が一致し、合格とした。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 林潤秀は作品で自己のアイデンティティーを探求していくと云うテーマを日本への留学の前から強く
意識していた。博士作品制作・博士論文執筆でより明確な根拠と方法の考察を行い、作品をドキュメン
タリー映像（映画）として提示している。映像作品というべきかドキュメンタリー映画というべきか、
林自身も制作の過程では、美術における作品とドキュメンタリーの作品を異なるものと分けて考え、ま
た、そのように批評の側から見られる自作品の立場の拠り所を模索していた。 
 林のドキュメンタリーでは、韓国南端の済州島のガンジュン村で起きている海軍基地建設の反対運動
を取材している。取材はもとより、編集、ナレーションといった作業を林自身が殆ど一人で行っている。
機材は手持ちの小型ハンディカムのみ、たった一人で話しかけてくる女子学生は取材される人々にはど
のように見えるのであろうか。話しを聞ける関係になるまでにガンジュでの取材では３ヶ月かかったと
云う。作品には林潤秀という人（媒介者）なくしては引き出されなかった土地を失う人々の言葉、思い、
表情が記録されている。 
 林潤秀は自身のあるいは他者の記憶、場所の記憶をたどり制作している自作について検証し、口述史
や集団記憶を例に挙げて、林の採取する記憶と歴史学での記憶や客観的資料との違いを考察する、更に
記憶が留まる場所である「体」「物語」「場所」という媒体という観点からも考察していく。特に口述に
ついて、「何を語るか以上に、何に沈黙するかが重要である。～その重要性は事実に対する執着より想像
や象徴、欲望が出現し事実から離れるところにもある。」生きている生々しさを持つ口述証言の意味を示
し。人間自身の本能が自然に属する、土地や場所と一体となって生きてきた農民や漁師は自分たちの生
や身体は土地そのものだと意識していることを、ドキュメンタリー作品「牡蠣」の人々の存在を通して
投げかけてくる。ドキュメンタリーの方法を充分に検討して作られた本作は林潤秀が問うているリアリ
ティ・フィクション、あるいは「私的ドキュメンタリー」の作品として高い完成度を持っている。制作
のプロセス、人との関わり方、人々のみならず「風景」や情景の捉え方、他者の記憶へのアプローチ、
編集の巧みさ、林自身によるナレーションも的確である。鑑賞者は林自身がとった位置に立って村の人々
や出来事に立ち会うことができる。作り手自らがカメラの手前に居て話しかけ手を差し出して登場して
いる私的ドキュメンタリーという方法のなかで、林潤秀自身のアイデンティティーも形成され記されて
いくのである。 
 作品と論文の双方とも丁寧な作業で構成されていて高い完成度を持っていることには審査員一同が感
銘を覚えた。博士作品・論文としてたいへん優れたものであると全員の意見が一致し、博士学位を認め
るものである。 
 
